
構造用鉄骨の加工精度の向上及び
工程上の段取り改善による生産性の向上

　新型加工機導入後の試運転と

試作品の製作を行った。

（1）試運転及び操作方法確認

　導入後に行われた操作方法

（入力方法）の説明会では、作業

班長と旧機械でのオペレーター

に加え、入社間もない女性社員

にも参加を促し、試運転を行っ

た。スマートフォン程度のコン

ピューター知識しかないという新

人女性社員でも滞りなく入力作

業は完了し、運転は問題なく行わ

れた。

　後日、最低限の手順を説明し、

社内で機械操作に携わったこと

のない作業員でも運転までの操

作ができるかを実験。問題なく機

械を操作できた。基本的な安全

装置の説明と操作手順さえ理解

できれば、熟練工の知識に頼らな

い運用が可能であると考える。

（2）試作品の製作

①データ収集

　試作品の製作にあたり、表１に挙

げる項目についてのデータ収集と

精度確認等を行った。

　Ｈ形鋼への開先加工等を施すＨ

鋼開先加工機を旧型加工機から

新型加工機へとグレードアップす

る。これによって作業時間短縮や

製品精度向上・工程間に発生して

いた時間的なロスを解消。総生産

力を向上させ事業拡大を目指す。

　現在、工場内では手作業がス

タンダードとなっているため、省

力化・効率化による改善と発展に

は、多くの可能性がある。「自動化

された工場」へと革新することに

よって、生産量が機械のみの場

合でも３～１５％アップさせるこ

とが可能となる。工程間で発生し

ていた同一作業員による手加工

による作業時間の重複も考慮す

ると、１０～１５％の生産能力の

向上が見込める。生産能力の向

上により、より競争力のある企業

として発展できる環境が整う。

　人材確保と人材育成が課題で

ある鉄骨加工業界（建設業界）

は、「きつい」「汚い」「危険」という

３Ｋのイメージが定着し、人材が

集まらない。そこで、本事業を

きっかけに女性や高齢者、未経験

者でも従事できることをアピー

ルし、安定的に人材を確保した

い。女性や高齢者の特性である

「堅実さ」や「作業の繊細さ」など

の能力がオペレーターとして重

要であり、活躍が期待される。

写真1.開先加工機の試作品製作状況

表1.試作品製作時の管理項目と考察

表2.加工精度確認事項

事業の背景・目的

事業の内容と成果

今後の展望

②精度測定

　試作品で連続加工時と単品加

工時の精度比較や作業時間を測

定した結果、連続加工での精度

誤差は見受けられず、安定した結

果を残した。自動送り装置によ

り、無人状態での連続加工でも

安定した精度と速度を保ち、かつ

新興鉄骨工業株式会社

　新型の開先加工機を導入し、加工時間短縮と作業簡略化を実現させることにより、生産力の向
上を目指す。現在までの試作品製作や稼動試験の結果から、作業員の特殊技能を必要としない
操作性と、連続加工での精度安定度では、１０本一組のロットで切削誤差±１㎜以内という良好な
結果を得られた。

熟練工以外での入力・操作にも

成功した。

　加工時間でも当初期待した６分

/本に近い数字を残し、実用作業

時でも４割程度の効率アップが可

能と考えられる。本事業で目指し

た作業時間の短縮と製品精度の

向上が機械性能面で可能となり、

工程間で発生していた時間的ロス

も、熟練工以外での加工を前提と

した改善が可能と考える。（表2）

（1）新規顧客の獲得と上位グ

レードへの到達の道

　工場全体の生産能力を現状の

月産２００トンから３００トンへと増

産することを目標とし、品質向上

も実現させる。将来的に鉄骨加工

業大手（上位グレード）から直接受

注できる会社へと成長し、向上し

た技術力と生産力を背景に、大手

建設会社などの新規顧客の開拓

にも積極的に挑戦していく。３年

後程度を目途に生産能力増強の

目標を達成し、東京オリンピック

後には、さらに上のグレードをうか

がう位置へと前進させたい。

（2）今後の鉄骨市場（見通し）

　東京オリンピックに向けた準備

が急ピッチで進み、建設分野でも

都市部を中心に再開発事業が活

発に行われている。また、東北で震

災復興事業が進む中、東日本での

鉄骨需要は中期的に伸び続けると

予想される。大手鉄骨加工業者の

予測では年率１０％程度の伸びが

５～８年間続くとの見方もある。

（3）本事業で目指す将来目標

　現在の建設業界と付随する鉄

骨加工業界では「仕事がある」の

に「製品を造る人（製作する人）が

いない」という労働力不足の状

態にある。最新型の工作機械に

よる生産能力増強、工程短縮と

生産効率の向上、作業員の労働

負荷の軽減などの課題を解決し、

安定した人材確保による企業の

総合力を付けることで、さらに多

くの物量をこなせる生産能力の

獲得と品質安定を柱とした会社

経営を目指す。
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